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平成 29 年 3 月 13 日 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

 

既婚男女間での「意識のズレ」と「家事不均衡問題」 
－ 『R&D CORE（生活者総合ライフスタイル調査システム）』 調査結果発表 － 

 

株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント（所在地：東京都新宿区、代表取締役：五十嵐 幹）は、

2016 年 10 月に 18～79 歳の首都圏の一般生活者を対象に「生活者総合ライフスタイル調査システム  

CORE 2017」を実施いたしました。 

『CORE』は 30 年以上にわたり毎年実施している自主調査であり、生活意識態度を多岐にわたり継

続して聴取しています。 

今回は、夫婦間における家事協力の実態と、男女双方での家事協力意識のズレについての調査

結果をご紹介いたします。 

 既婚男性は「夫婦だけで過ごす時間を大切にしている」「結婚記念日はお祝いしている」など、

夫婦の時間を大切にする意識が既婚女性と比べて高い傾向。 

 一方、既婚女性は「家族の誕生日をお祝いしている」「食事は家族と一緒にするようにしてい

る」「家族で行事を楽しむ」など、 家族で過ごす時間を大切にする意識が既婚男性と比べて

高い傾向がみられる。 

 「家事や育児は協力してやっている」は男女での意識の差が大きく、男性の協力意識より女

性の認識は低い。 

 

 

 

＜結婚・夫婦・家族に関する意識＞　※「そう思う」「ややそう思う」の合計（そう思う/ややそう思う/あまりそうは思わない/そう思わないの４段階で聴取）
（％）
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“家事や育児の協力意識に男女差。男性が思うほど女性は協力してもらっていると思っていない” 

（図１） 結婚・夫婦・家族に関する意識 ※「そう思う」「ややそう思う」の合計 
（そう思う/ややそう思う/あまりそうは思わない/そう思わないの４段階で聴取） 
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 どの家事においても実施割合は女性の方が圧倒的に高く、専業主婦と有職者の間でも大きな

差はみられない。 

 家事の種類別でみると「料理」 「洗濯」 「ゴミ出し」は、夫婦共働きの男性（妻が有職者）が片

働きの男性（妻が専業主婦）と比べてやや高め。 また、「食器洗い」は、夫婦共働きの男性

（妻が有職者）が片働きの男性（妻が専業主婦）と比べて13pt高く、約5割に上る。 

 「結婚した方が幸せ」「配偶者は心の支えである」は、既婚男性よりも既婚女性の方が低い。 

特に「結婚した方が幸せ」の「そう思う」は既婚男性43％に対して、既婚女性26％と、既婚女性

が17pt下回る。 

 「家族は心のよりどころ」では、男女で大きな差はみられない。 

 

“共働き世帯においても女性の家事負担は圧倒的に大きい” 

“女性は男性ほど「結婚した方が幸せ」「配偶者は心の支え」とは感じていない” 

（図２） 家事の頻度 ※「毎日」「週２～３回位」の合計 ＜家事の頻度＞　※「毎日」「週２～３回位」の合計 （％）
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※㈱R&D「CORE2017（2017.10）」より作成
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（図３） 結婚観・夫婦観・家族観 ※「そう思う」「ややそう思う」の合計 
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◇男女間に存在する家事協力意識のズレ 

週 2～3 回以上実施している家事を既婚者の男女別でみてみると、どの家事の実施割合も女性

は7割～9割であるのに対し、男性はいずれの家事も 5割以下に留まり、男女間で不均衡な状態と

なっています。この傾向は夫婦共働きと片働きの間でも大きな差はみられません。比較的負担の小

さい「食器洗い」「ゴミ出し」が 4 割程度、より負担が大きいと思われる「料理」「洗濯」にいたっては、

夫婦共働きの男性でも 2 割程度というのが実態です。 

「家事や育児を夫婦で協力してやっている」という意識は、男性と比べて女性の方が1割弱低いと

いう結果となりました。このような男女での意識の差は一体どのようなことを指し示しているのでしょ

うか。男性は比較的負担の小さい「食器洗い」「ゴミ出し」などをすることで家事に協力していると思

っている一方で、女性はそれらを夫からの家事の協力として感じていないという意識のズレがある

ようです。 

また、女性は男性ほど「結婚したほうが幸せ」と感じていないこともわかりました。 

◇「仕事と家事の両立」の大変さから、女性が結婚を幸せだと感じにくい世の中に 

現在、政府が掲げる「一億総活躍社会」の実現に向けた女性活躍推進法の成立など、女性の社

会進出の動きが加速しています。このようなことから、今後も共働きの夫婦はさらに増えていくこと

が予想されますが、今回の調査で明らかになった通り、女性の家事負担は依然として高いままです。

そのため、仕事と家事、場合によっては育児や介護といった公私の両立の大変さから、女性が「結

婚した方が幸せ」と感じづらい状況に置かれてしまっているという課題が浮かび上がってきました。 

近年、「料理男子」や「イクメン」などという言葉も出てきてはいますが、このような言葉は、元来

「家事は女性が行うもの」という価値観に基づいて生まれてきたもののように感じます。男女ともに

結婚を幸せと感じられる世の中を実現するためには、男性側がより主体的に家事に取り組めるよう

に個人や社会全体が意識を変えていくことが必要なのではないでしょうか。 

調査結果の詳細につきましては、無料ダウンロードレポート『既婚男女間での「意識のズレ」と「家事

不均衡問題」』をご覧ください。 

（弊社ホームページよりダウンロードいただけます） 

 

今回、発表致しましたデータを含む R&D CORE（生活者総合ライフスタイル調査システム）2017 単年

の集計表を 100,000 円（税別）にて販売しております。（18～79 才まで性年代別等基本分析軸での集

計表アウトプット） 

R&D CORE（生活者総合ライフスタイル調査システム）を利用した調査・分析：課題の洗い出しから分

析アウトプットまで、R&D スタッフがお手伝いします。 

詳細につきましては弊社ホームページ http://www.rad.co.jp/ をご覧ください。 

R&D 発 生活者インサイト 

http://www.rad.co.jp/
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■お問い合わせ先■ 
 

●本分析担当： 

  株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント カスタマーサービス本部（伊丹） 

●本資料に関するお問い合わせ： 

  株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント セールスプランニング部（小林） 

ＴＥＬ：03-6859-2281    e-mail：radnews@rad.co.jp 

 

■会社概要■ 

会社名： 株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメント 

所在地： 〒163-1424 東京都新宿区西新宿３-２０-２ 

代表者： 代表取締役社長 五十嵐 幹 

資本金： ３０，０００千円 

設立 ： １９６８年１月１７日 

ＵＲＬ： http://www.rad.co.jp 

事業内容：マーケティング・リサーチの企画設計、実施及びコンサルテーション 

     経営・マーケティング活動の評価及びコンサルテーション 

 
≪引用・転載時のクレジット表記のお願い≫ 

本リリースの引用・転載時には、必ず当社クレジットを明記いただけますようお願い申し上げます。 

＜例＞「(株)リサーチ・アンド・ディベロプメントが実施した調査によると・・・」 

■CORE 2017 調査概要■ 

調査名： CORE2017 マスター調査 

調査地域： 首都圏 40ｋｍ圏（調査地点 200 地点） 

調査対象： 18～79 歳男女個人 

サンプル数： 有効回収 3000 サンプル （人口構成比に合わせて、性×年代別を割付） 

サンプリング手法： 住宅地図を用いたエリアサンプリングで抽出 

調査手法： 訪問・郵送併用の自記入式留置調査 

調査実施時期： 2016 年 10 月（毎年１回 10 月実施） 

※『CORE』は、株式会社リサーチ・アンド・ディベロプメントの登録商標です。 

http://www.rad.co.jp/

